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世紀から戦前にいたる移住植民地レジーム、1940 年代から 70 年代にかけての農産物余剰
レジーム、1970 年代から 90 年代にかけての農産物余剰レジームの崩壊期というように変
化してきたことが示された。 
 こうした全体的な整理を前提に、第 4 章から第 6 章までの章では、国際的な食料・農業
分野における 3 つのサブ分野が取り上げられ、それぞれにおける FAO の役割がより具体的
に検討される。第 4 章では、食糧援助の分野において、当初は FAO の機能として期待され
ながら、農産物余剰レジームのなかで、食料を外交の手段として使っていくという戦略を
とる米国がより使いやすい国際機関をもとめて、次第に貿易を扱う国際機関や枠組みを重






の役割を FAO が果たす足場となっていることが紹介される。 




































を指摘された諸点について修正したうえで、博士(政策研究)= Doctor of Policy Studies の
学位を授与すべきであるという判断が下された。その後、論文修正後の措置に関して一任
を受けた主査が、提出された最終版において所要の修正がなされていること確認した。 
 
 
